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●問い合わせ先　役場 総務課　☎36-4111

　

８
月
14
日
、
豊
沢
の
奈
義
中
央
広
場
で
、「
第

30
回
奈
義
町
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
」
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
町
内
外
か
ら

の
家
族
連
れ
や
帰
省
客
な
ど
、
１
万
人
を
超
え

る
ほ
ど
の
大
勢
の
来
場
客
で
会
場
が
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
勇
壮
な
和
太
鼓
演
奏
や

華
や
か
な
ダ
ン
ス
、
横
仙
歌
舞
伎
保
存
会
と
歌

舞
鼓
音
座
お
囃
子
隊
に
よ
る
寿
式
三
番
叟
の
上

演
。
ま
た
、
第
30
回
を
記
念
し
た
有
志
団
体
や

町
職
員
に
よ
る
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
の
上
演
や
、

奈
義
銭
太
鼓
教
室
に
よ
る
銭
太
鼓
も
披
露
。
総

踊
り
で
は
、
横
仙
民
謡
、
奈
義
町
音
頭
に
合
わ

せ
て
、
子
ど
も
か
ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
一
緒
に

な
っ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夏
ま
つ
り
の
ト
リ
を
飾
る
花
火
は
、

「
奈
義
に
輝
く
夢
一
夜
」
と
題
し
、
約
８
５
０

発
の
色
鮮
や
か
な
打
ち
上
げ
花
火
が
真
夏
の
夜

空
に
美
し
い
大
輪
を
咲
か
せ
、
歓
声
と
拍
手
が

沸
き
起
こ
り
ま
つ
り
の
ラ
ス
ト
を
飾
り
ま
し
た
。

第
30
回
奈
義
町
ふ
る
さ
と

　７月31日、文化センターで、テレビやラジオでおなじみの戦場カ
メラマン・ジャーナリストの渡部陽一さんを講師としてお迎えし、
平成23年度人権教育講演会を開催しました。
　当日は、開場前から長蛇の列ができるほどの大盛況で、大ホール
も満席となり、ロビーでのモニター視聴を含め、町内外から約700人
の方が来場されました。
　渡部さんは、取材を通じて見えてきた人間が持つ愛の深さ、命の
大切さ、生きることの素晴らしさなど、ニュースでは見ることので
きない現場で起こっている出来事や真実を、写真を織り交ぜながら
講演していただき、来場した皆さんは熱心に聴講されました。

　今年３月に発生した東日本大震災や局地的なゲリラ豪雨など、近年、日本各地で自然
災害により多くの人的被害が発生している中、減災につながる最も効果的な対策は、自
助・共助による迅速な避難行動であるといわれています。家族や地域を守る「いざとい
う時！」のために、｢奈義町防災実技訓練」を実施します。ご家族、ご近所お誘い合わせ
のうえ、多数のご参加をお願いします。

　日　　時　 　9月4日(日)　午前9時～午前11時30分（小雨決行）
　会　　場　　  奈義中央広場（ウォーキングプール南側広場）

　訓練内容　　  ○土嚢の作成及び積み方の訓練
 ○風倒木の伐採訓練
 ○AEDによる救命訓練
 ○非常食の試食、防災資機材・グッズの展示
 ○起震車による地震体験、消防・救急、自衛隊、警察車両等の展示

▲現地での体験を語る渡部陽一さん

平成23年度
人権教育講演会開催
　　～戦場カメラマン 渡部陽一氏～

もしもの時に備
えて

防災実技訓練開
催‼

～大雨と暴風に
よる災害を想定

して～

全町民が対象
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よる災害を想定

して～
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町
政
全
般
に
対
す
る

質
問
・
意
見
事
項

　８月７日、文化センターで町執行部が町民の皆さんと意見交換を行う行政懇談会を開
催しました。懇談会では、現在の町財政の状況や行政運営について理解を深めていただ
き、｢優しさと思いやりの町づくり」の実現に向け、意見交換を行いました。
　当日は、約30人の町民の方が参加され、行政からは町長、副町長、教育長、担当課長
など約20名が出席。約３時間にわたり、熱心な話し合いが行われました。
　広報紙では懇談会の内容を要約してお知らせします。

奈義町
行政懇談会開催

ち
い
さ
い
町 

だ
か
ら
こ
そ 
で
き
る

き
め
細 

や
か
な
町
政 
を
目
指
し
て

ぐ
る
み
を
作
成
し
た
り
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
製

作
・
販
売
し
た
り
し
て
、
普
及
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

今
年
２
月
に
取
得
し
た
約
３
万
８
千
㎡

（
旧
株
式
会
社
ミ
カ
ド
）
の
土
地
と
、
従
来

か
ら
未
売
地
で
あ
っ
た
１
万
６
千
㎡
の
土
地

２
区
画
に
企
業
を
誘
致
す
る
た
め
、
分
譲
単

価
を
非
常
に
安
価
に
し
、
企
業
立
地
に
対
す

る
町
独
自
の
補
助
制
度
を
設
け
て
、
若
者
の

定
住
と
雇
用
創
出
の
た
め
に
企
業
誘
致
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
高
円

地
区
の
管
渠
布
設
工
事
に
入
っ
て
お
り
、
平

成
26
年
度
ま
で
に
計
画
区
域
の
全
地
区
を
完

成
さ
せ
る
予
定
で
す
。

　

地
域
情
報
基
盤
整
備
事
業
（
光
フ
ァ
イ
バ

ー
網
整
備
事
業
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年

度
末
を
も
っ
て
完
成
し
、
４
月
１
日
か
ら
運

用
を
開
始
し
、
多
機
能
情
報
端
末
を
利
用
し

て
、
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
行
事
予
定
な
ど

様
々
な
情
報
を
き
め
細
か
く
提
供
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
運
用
を
開
始
し
て
い

る
防
災
行
政
無
線
と
併
せ
て
、
災
害
等
の
緊

急
対
応
の
情
報
を
、
音
声
・
文
字
・
画
像
等

で
具
体
的
に
き
め
細
か
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う

有
効
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
防
災
力
の
強
化
と
し
て
、
河

川
監
視
カ
メ
ラ
を
町
内
７
箇
所
に
設
置
し
、

　

は
じ
め
に
、
町
長
が
行
政
運
営
に
つ

い
て
説
明
し
、
続
い
て
教
育
長
が
教
育

分
野
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
発
生
直
後
か
ら
、
町
民
の

皆
様
に
義
援
金
や
支
援
物
資
を
募
っ
た
と
こ

ろ
、
１
、
４
３
６
人
の
町
民
の
皆
様
か
ら
ご

提
供
い
た
だ
き
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
支
援

物
資
は
、
県
を
通
じ
て
被
災
地
へ
送
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
義
援
金
に
つ

い
て
も
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
送
金
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
義
援
金
の
総
額
は
約

８
９
０
万
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

単
独
町
政
を
推
進
す
る
本
町
に
と
っ
て
、

今
後
、
足
腰
の
強
い
財
政
を
堅
持
し
て
い
く

た
め
に
は
、
貯
金
（
基
金
）
を
増
や
し
、
借

金
（
起
債
）
を
減
ら
す
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
り
、
平
成
18
年
度
末
と
平
成
22
年
度
末
の

比
較
で
一
般
会
計
の
基
金
総
額
は
約
６
億
８
、

８
６
７
万
円
増
加
、
地
方
債
残
高
は
約
６
億

１
、
７
１
７
万
円
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

定
住
化
の
施
策
と
し
て
、
豊
沢
地
内
に
豊

沢
中
央
団
地
を
９
区
画
造
成
し
、
７
月
か
ら

分
譲
を
開
始
し
て
お
り
、
ま
た
、
分
譲
地
内

に
４
戸
一
体
型
の
若
者
向
け
賃
貸
住
宅
「
ユ

ー
ス
メ
ゾ
ン
奈
義
」
を
建
築
し
、
既
に
全
戸

入
居
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
か
ら
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金
（
１
kw
当
た
り
３

万
円
で
上
限
12
万
円
）
の
制
度
を
創
設
し
、

定
住
化
施
策
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
と
し
て
、
保
育
園
に
お
け
る

一
時
保
育
・
延
長
保
育
・
土
曜
全
日
保
育
や
、

チ
ャ
イ
ル
ド
ホ
ー
ム
に
つ
ど
い
の
広
場
を
開

設
し
、
若
い
お
母
さ
ん
達
が
つ
ど
い
、
子
育

て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
助
言
す
る
環
境
を
整
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
高
齢
者
施
策
と
し
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
プ
ー
ル
を
利
用
し
た
介
護
予
防
教
室
や
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通

じ
た
健
康
づ
く
り
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
て
い
る
長
寿
大
学
や
文
化
教
室
を
通
じ
て

健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
た
生
活
を
送
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
に
介
護
予
防
事
業
の
充
実
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
基
盤
産
業
は
農
業
で
あ
り
、
地
域

力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
に
よ
る
里
芋
を

活
用
し
た
特
産
品
開
発
や
、
有
機
低
農
薬
の

推
進
に
よ
り
生
産
さ
れ
た
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

米
を
学
校
の
給
食
米
や
米
粉
パ
ン
等
で
使
用

す
る
な
ど
地
産
地
消
の
推
進
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

都
市
部
の
人
材
を
招
き
、
地
域
の
中
で
活

動
し
て
い
た
だ
く
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

は
、
現
在
、
応
募
者
の
面
接
を
行
い
、
秋
頃

か
ら
活
動
し
て
い
た
だ
く
準
備
を
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
奈
義
町
特
産
農
作
物
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
さ
と
丸
く
ん
」
の
、
マ
ス
コ
ッ
ト
ぬ
い

4
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奈義町
行政懇談会開催

ち
い
さ
い
町 

だ
か
ら
こ
そ 

で
き
る

き
め
細 

や
か
な
町
政 

を
目
指
し
て

役
場
監
視
モ
ニ
タ
ー
で
河
川
水
位
の
監
視
が

可
能
と
な
り
、
ま
た
、
防
犯
力
の
強
化
と
し

て
、
教
育
・
公
共
施
設
監
視
カ
メ
ラ
を
公
共

施
設
７
箇
所
に
設
置
し
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
防
犯
カ
メ
ラ
の
映
像
視
聴
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
取
り
組
み
を
推

進
し
て
お
り
、
今
年
度
は
、
上
町
川
、
滝
本
、

荒
内
西
、
行
方
の
４
地
区
で
立
ち
上
げ
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
、
全

地
区
で
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
目
指
し
ま

す
。

　

園
児
・
児
童
・
生
徒
の
数
は
、
幼
稚
園

（
両
園
児
数
）
81
名
、
小
学
校
（
全
校
児
童

数
）
３
２
８
名
、
中
学
校
（
全
校
生
徒
数
）

１
６
９
名
と
な
っ
て
お
り
、
小
中
学
校
は
全

学
年
２
ク
ラ
ス
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
と
来
年
度
の
２
年
間
、
県
の
委
託

を
受
け
、
本
町
の
小
学
校
と
中
学
校
が
連
携

を
深
め
な
が
ら
、
小
学
校
を
拠
点
校
と
し
て

学
力
向
上
実
践
校
事
業
に
取
り
組
み
、
教
員

の
意
識
や
授
業
内
容
を
改
革
し
、
児
童
・
生

徒
の
学
力
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
で
３
年
目
を
迎
え
る
学
校
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
昨
年
は
64
名
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
１
７
８
の

事
業
に
５
０
９
名
の
方
に
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
主
に
登
下
校
の
見
守
り
や
本
の
読

み
聞
か
せ
、
プ
リ
ン
ト
の
丸
付
け
な
ど
「
で

き
る
ひ
と
が
、
で
き
る
と
き
に
、
で
き
る
こ

と
を
」
を
合
言
葉
に
実
施
し
て
お
り
、
今
年

度
か
ら
幼
稚
園
や
中
学
校
に
も
支
援
の
輪
を

広
げ
て
い
ま
す
。

︿
行
政
懇
談
会
の
参
加
者
に
つ
い
て
﹀

Q
：
懇
談
会
の
周
知
方
法
を
工
夫
し
て

幅
広
い
年
齢
層
の
方
に
参
加
し
て
も
ら

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
：
懇
談
会
は
町
民
全
体
を
対
象
に
開

催
し
て
お
り
、
防
災
行
政
無
線
、
多
機

能
情
報
端
末
、
広
報
紙
を
通
じ
て
、
周

知
を
し
て
い
る
。
今
後
も
町
政
の
状
況
、

行
政
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
再
度
、
周
知
方
法
を
見
直
し
幅
広

い
年
齢
層
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
け
る

方
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

︿
若
者
の
定
住
化
促
進
に
つ
い
て
﹀

Q
：
も
っ
と
若
者
の
働
き
場
所
を
確
保

し
て
、
若
者
の
定
住
化
促
進
を
し
て
み

て
は
ど
う
か
。

A
：
定
住
化
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
働
く

場
所
を
確
保
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で

あ
り
、
現
在
、
東
山
工
業
団
地
内
で
積
極

的
に
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
る
。
新
し
い

企
業
が
決
ま
っ
た
ら
奈
義
町
民
が
優
先
し

て
働
け
る
よ
う
な
話
を
企
業
と
進
め
て
い

き
た
い
。 

︿
テ
レ
ビ
電
話
の
普
及
に
つ
い
て
﹀

Q
：
テ
レ
ビ
電
話
を
役
場
で
も
使
っ
て

普
及
の
手
段
に
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

A
：
テ
レ
ビ
電
話
は
相
手
の
表
情
を
見

な
が
ら
通
話
が
で
き
る
機
能
が
あ
る
の

で
、
健
康
福
祉
課
の
保
健
師
や
栄
養
士

が
町
内
の
高
齢
者
の
人
に
対
し
て
使
っ

て
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
れ
ば
、
活

用
の
余
地
は
あ
る
。

︿
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に
つ
い
て
﹀

Q
：
各
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

A
：
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
１
台
あ
た
り
の
値
段
が

高
額
な
の
で
、
一
度
に
全
地
区
に
設
置

は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
人
の
命

に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、
補
助
金
や
過

疎
債
の
ソ
フ
ト
事
業
等
を
探
し
て
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

Q
：
い
ざ
と
い
う
時
の
こ
と
を
考
え
て

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
公
共
機
関
だ
け
で
な
く
、
コ

ン
ビ
ニ
に
設
置
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

A
：
い
ざ
と
い
う
時
に
公
共
機
関
に
置

い
て
い
て
使
え
な
い
状
況
で
は
い
け
な

い
の
で
、
コ
ン
ビ
ニ
等
へ
の
設
置
も
今

後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

　

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
て
、
学
校
、
地
域
、
行
政
が
一
体
と
な

っ
て
各
種
事
業
を
実
施
し
な
が
ら
人
権
教
育

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
人
権
教
育
講

演
会
は
７
月
31
日
に
奈
義
町
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
、
戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
の
渡
部
陽
一

氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
多
く
の
方
に
聴
講

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
、
行
政
に
積
極
的
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
、
お
互
い
に
知
恵
を
出

し
合
い
「
国
や
県
を
頼
ら
な
い
行
政
運
営
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
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まちの話題まちの話題

　７月30日、奈義町消防団本部1号車（豊沢配備）に導入
された消防ポンプ自動車の入魂式が行われました。これ
は、奈義町全域の火災等の有事を担当する本部ポンプ車
の充実を図るため、平成４年購入で老朽化した本部１号
車のポンプ車を更新したものです。当日は、町・議会関
係、地区長、消防関係者ら約50名が出席し、ポンプ車と
消防活動の安全を祈願したあと、市場池で放水試験を行
いました。新しいポンプ車は、様々な災害に対処するた
め、チェンソーや発電機などの各種機材を搭載し、乗車
定員８人の四輪駆動車で、毎分2.4トンの放水ができる最
新式となり、今後、地域の防災活動や有事の際の消防活
動に活躍します。

　８月７日、運動公園テニス場で平成23年度町民ソフト
テニス大会が開催されました。
　大会には男子の部、女子の部合わせて10チーム20人が
参加し白熱した試合が繰り広げられました。
　結果は次のとおりです。（敬称略）
男子の部　優　勝　上原渓一郎・安藤圭汰　ペア
　　　　　準優勝　延原　大・白岩寛紹　ペア
　　　　　第３位　皆木隆佑・右近拓也　ペア
女子の部　優　勝　定森美穂・森淵里奈　ペア
　　　　　準優勝　久永菜月・松田結花　ペア
　　　　　第３位　竹之内浩子・竹之内彩音　ペア

　8月25日、独立行政法人国際協力機構（JICA）の研修
員5名が情報インフラ整備による地域活性化に向けた手
法等を学ぶため本町を訪れ、町が整備した光ファイバー
施設整備の経緯、導入前、導入時の模様や導入後の様子
の視察をしました。
　今回訪問されたのは、インドネシア、タイ、ブラジル
の各国政府が推薦する中央省庁のエンジニアで、この研
修は、JICA「地域情報発信能力強化コース」の一環。
　当日は、午前中、地域情報化への取り組みについて町
から講演、午後からは実際に町民が活用している多機能
情報端末を体験、施設見学のあと、住民のお宅を訪問し
使われている様子や感想など視察。自国での課題、ヒン
トを見つけていただいたようです。

　８月１日、チャイルドホームで愛育委員会主催の「ち
いちゃい命ふれあい体験」を開催し、小学５、６年生が、
乳幼児とのふれあい体験を通じて母性・父性の健全育成
を図るとともに、命の尊さを肌で学びました。
　｢赤ちゃんとふれあうことが楽しみ」と参加した児童た
ちは、笑う赤ちゃんのかわいさや、人見知りが始まって
なかなか泣きやまない赤ちゃんに戸惑いながらも、どう
やったら笑ってくれるか考え一生懸命ふれあいを行いま
した。
　｢やっぱりお母さんが安心するんだな」｢赤ちゃんにも
色々な感情があるんだ」｢赤ちゃんって泣くけど笑うとや
っぱりかわいい」など感想を話していました。このふれ
あいを通し、命の大切さ、思いやりの心を体験しました。

　７月23日、24日の２日間、毎年恒例となった第45回奈義町FOS少年団連
盟ジャンボリー大会が奈義町総合運動公園で開催され、７団、約97名の団員
が参加しました。
　初日は、団対抗の丸太切り競争を各団それぞれ協力して争い、夕食は飯ご
う炊飯でカレーを作りました。夜はキャンプファイヤーと花火を行い、自分
たちで組み立てたテントに宿泊しました。
　２日目は、運動公園全体を使ってオリエンテーリングを行い、団ごとにグ
ラウンドゴルフやストラックアウト、輪投げやディスクゴルフなどで、総合
得点を争いました。
　大会当日は厳しい暑さとなりましたが、団員全員元気に過ごすことが出来
ました。２日間の団体行動や規律ある生活を通して、仲間と協力して物事を
成し遂げる難しさと達成感を得て、普段の生活では出来ない貴重な体験が出
来たのではないでしょうか。この大会で経験し、学んだことが日々の生活に
活かされることを期待しています。

第45回奈義町FOS少年団連盟ジャンボリー大会

　7月30日、31日の２日間瀬戸内市の牛窓ヨットハーバーで、｢なぎ
わんぱく道場」海の探検を開催しました。この海の探検は奈義町教育
委員会が主催で、町内の小学3年生～6年生15名が参加し、瀬戸内海
洋クラブ員と交流を深めながらカヌーやローボート、キャンプ体験を
行いました。
　15名の参加者は初めての海でカヌー、ローボート体験に悪戦苦闘し
ていましたが、練習を重ね、2日目にはヨットハーバーから約2キロ
離れた黒島までツーリングを楽しめるまで上達しました。
　また、８月23日、24日には、海洋センターでサマーキャンプを開催
しました。このサマーキャンプでは、水の事故から身を守る方法や救
助方法などを、プールでの活動を中心に体験しました。ライフジャケ
ットの必要性や、ペットボトルを使っての救助訓練など様々な活動を
通じて、自分の身は自分で守る方法を習得できたことと思います。
　参加者にとって、水と親しむ夏休みの楽しい思い出のひとつに
なったことでしょう。

なぎわんぱく道場

奈義町消防団本部１号車
　　　（豊沢配備）入魂式

平成23年度
　　町民ソフトテニス大会
　　　　　　　　　（奈義町体育協会主催）

奈義町の地域情報通信施設を
ＪＩＣＡ研修員が視察

ちいちゃい命ふれあい体験

～最新消防ポンプ自動車を導入～
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ＪＩＣＡ研修員が視察

ちいちゃい命ふれあい体験

～最新消防ポンプ自動車を導入～

7



岡山県・岡山県交通安全対策協議会・（財）岡山県交通安全協会

子どもと高齢者の交通事故防止最重点目標

●夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
（特に、反射材用品等の着用の推進及び自転車前照灯の点灯の徹底）

●全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
●飲酒運転の根絶
●交差点における正しい通行の徹底

重点目標

平成 23年9月21日　  ～30日 金水

県民運動
の交通安全

交通ルール
守って広げる
無事故の輪

スローガン

秋

下水道供用開始区域内の方は
下水道への早期接続をお願いします

文化振興寄附金を
いただきました

場　所

日　時

内　容

参加費

10月１日㈯
午後２時～

那岐山麓山の駅
菜種搾油体験
3，000円／１世帯

※ただし、両日参加は5，000円／1世帯になります。

10月２日㈰
午前10時～

さつま芋堀・黒枝豆収穫
4，000円／１世帯

さ　 さ　 き  ただくに

　下水道は公衆衛生の向上、生活環境の改善や河川・
海などの公共用水域の水質保全という役割をもつ重要
な施設です。
　下水道施設は、供用開始区域内の方にご利用いただ
くことにより本来の目的を達成することができます。
供用開始区域内の方は、一日も早く下水道へ接続して
いただきますようお願いします。
・くみ取りトイレは３年以内に水洗トイレに改造して
ください。

・浄化槽はすみやかに廃止し、下水道へ接続してくだ
さい。

・生活雑排水を側溝等の水路に流している場合は、す
みやかに下水道へ接続してください。

★「接続するにはどうしたらいいですか？」
　排水設備工事は、町が指定した「奈義町下水道排水
設備指定工事店」でなければ行うことができません。
見積りなど、指定工事店へ気軽にご相談ください。
　また、指定工事店へ工事を依頼し事務手続きを委任
すると、申請から施工まで役場への手続きを行ってく
れます。
★「補助制度はありますか？」
　奈義町では、水洗化改造資金を借りられた方には、
借り入れ利子に対し利子補給を行う「水洗化改造資金
利子補給制度」がありますので、ご利用ください。
●問い合わせ先
　建設上下水道課 上下水道係　☎36-4115

　教育委員会では奈義町に伝わる昔話の保存と伝承を
図るため、なぎ昔話語り会のみなさんにより、奈義の
ことばにもこだわった、｢なぎのむかしばなし」のＣＤ
を制作しました。
　このＣＤは「さんぶたろう」を始め、11話の昔話を
収めたもので、次世代に語り継ぎたい昔話を収録した
ものです。

●販 売 場 所　奈義町文化センター

●販 売 価 格　１枚 500円

●問い合わせ先　奈義町文化センター  ☎36-3034

　７月24日に開催された第21回ファミリーコンサートに出演された心花～
kokohana～の「ななえさん」の祖父にあたる佐々木淳邦さんから町の文
化振興のために、寄附金をいただきました。佐々木さんは奈義町中島西ご
出身で、現在、岡山市に住んでおられます。

　ウッディライフ草刈 草刈元践さんの協力を受けまし
て、珍しい木工作品の展示会を開催します。また、木
製のカードスタンド作り体験も併せて行いますので、
是非、ご参加ください。

●日　　　　時　9月17日㈯～19日㈪
　　　　　　　　午前10時～午後５時
　　　　　　　　※最終日は午後４時まで

●場　　　　所　那岐山麓山の駅　いろり家
　　　　　　　  ・創作家具＆クラフト展示
　　　　　　　  ・木製カードスタンド作り体験（無料）

●問い合わせ先　役場 産業振興課  ☎36-4114

秋 いいものみつけた展秋 いいものみつけた展
　今年、中島西の果樹園でそばまつりを開催します。ご
家族、お友達お誘い合わせのうえ、会場一面に咲く満開
の白いそばの花を眺めて、秋の楽しいひと時をお過ごし
ください。お待ちしています。

●日　　　　時　9月23日㈮～24日㈯
●場　　　　所　中島西地内 果樹園
●内　　　　容　模擬売店、フォトコンテストほか
●問い合わせ先　役場 産業振興課  ☎36-4114

そばまつり開催‼そばまつり開催‼

なぎのむかしばなし
　　　ＣＤの発売について
なぎのむかしばなし
　　　ＣＤの発売について

●日　　　　時　9月11日㈰ 午前10時～
　まだまだ参加者募集中です‼
※詳細につきましては広報紙８月号を
　ご覧ください。

　

続いて第４弾の四季の学校は、収穫の秋満喫体験です☆
併せて参加者を募集しております。

●申し込み・問い合わせ先　役場 産業振興課
　☎36-4114

第３回 那岐あぐり村
｢四季の学校｣～稲刈り体験～

第４回 那岐あぐり村
　　　｢四季の学校｣

道路交通法令講習会
　　～ルールを守って安全運転～
　交通事故・違反の防止と道路の交通法規などを熟知
していただくため、今年も道路交通法令講習会を開催
します。運転免許証をお持ちの方は、必ず受講してく
ださい。

●日　　　　時　9月11日㈰ 午後7時～
●場　　　　所　奈義町文化センター
　死亡事故の中で、高齢者が高い比率を占めていま
す。皆さんで、交通安全意識を高め、違反や事故のな
い住みよい奈義町をつくりましょう。
※安全運転カードをお持ちの方は持参
　してください。
●問い合わせ先　役場 総務課　☎36-4111

　8月20日、なぎ昔話語りの会「なつの公演」が文化セ
ンターで開催されました。
　なぎ昔話語りの会では、図書館で四季に行う定期公演
を続けており、なつの公演は、夜に開催し、舞台にも工
夫を凝らした公演を続けています。
　画家の

つばきえん

椿苑氏の描いた大きな菩提寺のイチョウの絵
を背景に「うそつき茂平」｢お国じまん」など５話を披
露しました。
　今回は、なぎ昔話語りの会に加え、語りの練習をして
きた小学４年生の

ひら  が  さく　や

平賀咲綾さんの語りや、尺八の演奏に
より、会場は大いに盛り上がりました。
　また、昔話の語り、研究の第一人者である岡山民俗学
会名誉理事 

たていしのりとし

立石憲利氏の語りもあり、約100人の来場者
は盛んな拍手を送っていました。

なぎ昔話語りの会
なつの公演
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　８月８日、奈義町議会第５回臨時会が開会され、
同日に全日程を終え閉会しました。いずれも慎重
な審議の結果、原案どおり可決されました。
　可決された議案については、次のとおりです。

□補正予算
（一般会計）（第３号）
　歳入歳出それぞれ422万円を追加し、総額34億
6,876万円となりました。
☆歳入の主なもの
　・集落営農育成事業県補助金　　　　 422万円
☆歳出の主なもの
　・農業振興費　　　　　　　　　　 　634万円
　・地域振興対策費　　　　　　　　　　99万円
　・予備費　　　　　　　　　　　 　△310万円

□契約
奈義町特定環境保全公共下水道事業下水管渠布設

工事その１請負契約の締結について
奈義町特定環境保全公共下水道事業下水管渠布設

工事その２請負契約の締結について
奈義町特定環境保全公共下水道事業下水管渠布設

工事その３請負契約の締結について

第 ５ 回
臨時議会議  会



岡山県・岡山県交通安全対策協議会・（財）岡山県交通安全協会

子どもと高齢者の交通事故防止最重点目標

●夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
（特に、反射材用品等の着用の推進及び自転車前照灯の点灯の徹底）

●全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
●飲酒運転の根絶
●交差点における正しい通行の徹底

重点目標

平成 23年9月21日　  ～30日 金水

県民運動
の交通安全

交通ルール
守って広げる
無事故の輪

スローガン

秋

下水道供用開始区域内の方は
下水道への早期接続をお願いします

文化振興寄附金を
いただきました

場　所

日　時

内　容

参加費

10月１日㈯
午後２時～

那岐山麓山の駅
菜種搾油体験
3，000円／１世帯

※ただし、両日参加は5，000円／1世帯になります。

10月２日㈰
午前10時～

さつま芋堀・黒枝豆収穫
4，000円／１世帯

さ　 さ　 き  ただくに

　下水道は公衆衛生の向上、生活環境の改善や河川・
海などの公共用水域の水質保全という役割をもつ重要
な施設です。
　下水道施設は、供用開始区域内の方にご利用いただ
くことにより本来の目的を達成することができます。
供用開始区域内の方は、一日も早く下水道へ接続して
いただきますようお願いします。
・くみ取りトイレは３年以内に水洗トイレに改造して
ください。

・浄化槽はすみやかに廃止し、下水道へ接続してくだ
さい。

・生活雑排水を側溝等の水路に流している場合は、す
みやかに下水道へ接続してください。

★「接続するにはどうしたらいいですか？」
　排水設備工事は、町が指定した「奈義町下水道排水
設備指定工事店」でなければ行うことができません。
見積りなど、指定工事店へ気軽にご相談ください。
　また、指定工事店へ工事を依頼し事務手続きを委任
すると、申請から施工まで役場への手続きを行ってく
れます。
★「補助制度はありますか？」
　奈義町では、水洗化改造資金を借りられた方には、
借り入れ利子に対し利子補給を行う「水洗化改造資金
利子補給制度」がありますので、ご利用ください。
●問い合わせ先
　建設上下水道課 上下水道係　☎36-4115

　教育委員会では奈義町に伝わる昔話の保存と伝承を
図るため、なぎ昔話語り会のみなさんにより、奈義の
ことばにもこだわった、｢なぎのむかしばなし」のＣＤ
を制作しました。
　このＣＤは「さんぶたろう」を始め、11話の昔話を
収めたもので、次世代に語り継ぎたい昔話を収録した
ものです。

●販 売 場 所　奈義町文化センター

●販 売 価 格　１枚 500円

●問い合わせ先　奈義町文化センター  ☎36-3034

　７月24日に開催された第21回ファミリーコンサートに出演された心花～
kokohana～の「ななえさん」の祖父にあたる佐々木淳邦さんから町の文
化振興のために、寄附金をいただきました。佐々木さんは奈義町中島西ご
出身で、現在、岡山市に住んでおられます。

　ウッディライフ草刈 草刈元践さんの協力を受けまし
て、珍しい木工作品の展示会を開催します。また、木
製のカードスタンド作り体験も併せて行いますので、
是非、ご参加ください。

●日　　　　時　9月17日㈯～19日㈪
　　　　　　　　午前10時～午後５時
　　　　　　　　※最終日は午後４時まで

●場　　　　所　那岐山麓山の駅　いろり家
　　　　　　　  ・創作家具＆クラフト展示
　　　　　　　  ・木製カードスタンド作り体験（無料）

●問い合わせ先　役場 産業振興課  ☎36-4114

秋 いいものみつけた展秋 いいものみつけた展
　今年、中島西の果樹園でそばまつりを開催します。ご
家族、お友達お誘い合わせのうえ、会場一面に咲く満開
の白いそばの花を眺めて、秋の楽しいひと時をお過ごし
ください。お待ちしています。

●日　　　　時　9月23日㈮～24日㈯
●場　　　　所　中島西地内 果樹園
●内　　　　容　模擬売店、フォトコンテストほか
●問い合わせ先　役場 産業振興課  ☎36-4114

そばまつり開催‼そばまつり開催‼

なぎのむかしばなし
　　　ＣＤの発売について
なぎのむかしばなし
　　　ＣＤの発売について

●日　　　　時　9月11日㈰ 午前10時～
　まだまだ参加者募集中です‼
※詳細につきましては広報紙８月号を
　ご覧ください。

　

続いて第４弾の四季の学校は、収穫の秋満喫体験です☆
併せて参加者を募集しております。

●申し込み・問い合わせ先　役場 産業振興課
　☎36-4114

第３回 那岐あぐり村
｢四季の学校｣～稲刈り体験～

第４回 那岐あぐり村
　　　｢四季の学校｣

道路交通法令講習会
　　～ルールを守って安全運転～
　交通事故・違反の防止と道路の交通法規などを熟知
していただくため、今年も道路交通法令講習会を開催
します。運転免許証をお持ちの方は、必ず受講してく
ださい。

●日　　　　時　9月11日㈰ 午後7時～
●場　　　　所　奈義町文化センター
　死亡事故の中で、高齢者が高い比率を占めていま
す。皆さんで、交通安全意識を高め、違反や事故のな
い住みよい奈義町をつくりましょう。
※安全運転カードをお持ちの方は持参
　してください。
●問い合わせ先　役場 総務課　☎36-4111

　8月20日、なぎ昔話語りの会「なつの公演」が文化セ
ンターで開催されました。
　なぎ昔話語りの会では、図書館で四季に行う定期公演
を続けており、なつの公演は、夜に開催し、舞台にも工
夫を凝らした公演を続けています。
　画家の

つばきえん

椿苑氏の描いた大きな菩提寺のイチョウの絵
を背景に「うそつき茂平」｢お国じまん」など５話を披
露しました。
　今回は、なぎ昔話語りの会に加え、語りの練習をして
きた小学４年生の

ひら  が  さく　や

平賀咲綾さんの語りや、尺八の演奏に
より、会場は大いに盛り上がりました。
　また、昔話の語り、研究の第一人者である岡山民俗学
会名誉理事 

たていしのりとし

立石憲利氏の語りもあり、約100人の来場者
は盛んな拍手を送っていました。

なぎ昔話語りの会
なつの公演
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平成23年度　標準学力検査の結果
奈
義
小
学
校

奈
義
中
学
校

49.4

49.7

49.7

47.5

53.2
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50.0

49.8

47.2

52.8
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49.7
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53.0
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50.4 50.7 50.6
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51.6

51.0
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50.8
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─

52.2

51.1
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22年度 50.8 51.5 52.9 49.0 ─ 51.1
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22年度 53.2 50.4 52.7 52.3 52.7 52.2

50.7 51.922年度 52.0 50.4 53.0
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51.9
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─
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◎学芸員によるギャラリートーク（会期中随時）
　ご希望の方に学芸員が作品解説をします。
　（※学芸員不在の場合もありますのでご了承ください｡）

ARTIST×CAFE　Vol.30　    立嶋滋樹（美術家）
◇日時　10月9日（日）　午後2時30分～4時
◇場所　奈義町現代美術館 喫茶室
◇料金　チケット制 500円(飲み物・お菓子付／入館料別途必要）
◇作家が参加者とお茶を飲みながら活動の様子や作品への思い
　をお話します。

◎ワークショップ「hobo cycling sketch at 奈義MOCA ～奈義の草花を描こう!」

◇日時　10月10日（月）　午後2時～４時頃
◇場所　奈義町現代美術館 喫茶室
◇対象　高校生以上ならどなたでも参加出来ます。
◇参加費　無料（入館料は別途必要）
◇参加人数　10人

■関連企画

21年度

21年度

21年度

21年度

21年度

23年度

23年度

23年度

23年度

23年度

３年生

４年生

５年生

６年生

平 均

年 度

22年度

22年度

22年度

22年度

22年度

国 語 算 数 総 合学 年

１年生

２年生

３年生

平　均

年 度 国語 数学 社会 理科 英語 総 合学 年

標準学力検査 学年･学科別平均偏差値 小学校

標準学力調査 学年･学科別平均偏差値 中学校

※偏差値とは、平均値を50とし、25～75の範囲で表し個々の点数が
　平均点に対してどの位置にあるかを見るための数値です。

国民年金保険料の
　　追納制度をご存知ですか？

９月11日は
「警察相談の日」
です

色鉛筆やボールペンを使って長い紙に、町内で採取した草花を
様々な角度から見てスケッチ作品に仕上げていきます。

＜全体的な傾向＞
・全体の結果を見ると、国語・算数・総合ともほぼ全国平均にあります。全体的にやや下降傾向にあっ
た昨年度の結果から比べると、少しではありますが上昇の兆しが見られ、基礎基本の定着を中心とし
た取り組みの成果が徐々に表れてきているものと考えます。

・テスト結果を詳しく見ると、算数の「数と計算」領域での数値が高く、これまで取り組んできた「計
算力アップテスト」｢放課後プリント学習（算数はかせ)」｢ＴＴ・少人数指導」の積み重ねによる効
果だと考えられます。ただ、国語での「書くこと」や算数での「数量関係」領域では課題も見られ、
さらなる取り組みの工夫が必要です。

　＜これからの取り組み＞
・子どもたちの学力をさらに伸ばすために、今年度は研究テーマに　～子どもを育てる授業の創造～『自ら考え
つながり合い支え合う子ども』を掲げ、授業の中で子どもたちを育てる取り組みを学校全体で進めていきます。

　また、今年度より岡山県指定の『学力向上実践校事業』への取り
組みに参加し、｢思考力・判断力・表現力の育成」と「学習意欲
の向上」を目指した研究に取り組んでいきます。
・国語科では、課題となる「書く力」や「話す力」を育てるため、
自分の考えを発表したり文章でまとめたりする機会を、授業の中
でできるだけ多く取り入れていきます。
・算数科では、これまでの基礎学力定着のための取り組みを継続す
るとともに、さらに「筋道を立てて考える力」｢自分の考えを説
明する力」を育てる授業の工夫を行っていきます。
・学力の基礎となる「早寝・早起き・朝ごはん」などの基礎的な生
活習慣の育成や、家庭学習の定着を目指して、保護者との連携も
密にしていきます。
・幼稚園や中学校ともお互いの授業を参観し合ったり、情報を交換
し合ったりしながら、継続的・系統的な指導に取り組めるように
していきます。

＜全体的な傾向＞
・学校全体の５教科総合偏差値平均は全国平均値を上回っており、奈義中学校の学力水準はほぼ全国平
均です。

・２、３年生男子は５教科すべてで全国平均を上回り、１年生も国語、数学は順調です。生徒一人ひと
りについては、定着している学力に個人差があります。

・学校全体はたいへん落ち着いた学習環境にあり、生徒一人ひとりの学習意欲も向上しています。

　＜これからの取り組み＞
・来年度からの新学習指導要領完全実施に向けた取り組みとして、昨年度より週時程を29時間とし、英語の授
業数を各学年とも週４時間、２年生の国語と３年生の社会を各１時間増とするカリキュラムを編成して、学力
向上に取り組んでいます。
・県指定の学力向上実践協力校として、授業研究を中心にして小中連携の取り組みを推進します。
・教育活動の全領域において、言語活動の充実を
図ります。
・教師の授業改善や授業力の向上を図り、創造性
豊かなメリハリのある授業を行うことで学習意
欲を高めます。
・数学、英語、理科の少人数指導教科においては
習熟度別学級を編成し、個々の生徒に応じた指
導をさらに充実させます。
・放課後や長期休業中の補充学習や勉強会を実施
して、学習支援を図ります。
・保護者との連携を密にして生活習慣の改善を呼
びかけたり、定期的な課題提出や単元テスト等
を実施することにより、家庭学習の定着・習慣
化を図ります。

●問い合わせ先　奈義町現代美術館　☎36-5811  FAX36-5855　e-mail:nagimoca@town.nagi.okayama.jp

立 嶋 滋 樹  展
百代の景 ～ 時をうつす途中に～

　国民年金には、経済的な理由等で保険料を納めることが困難な
場合には、申請により保険料の全額又は一部が免除される「申請
免除制度」や障害基礎年金を受けている方などが該当する「法定
免除制度」があります。
　また、若年層（20歳代）の方を対象として保険料の納付が猶予
される「若年者納付猶予制度」や学生の方を対象とした「学生納
付特例制度」もあります。
　これらの保険料免除や納付猶予などを受けた期間については、
年金を受け取るために必要な受給資格期間に算入されますが、受
け取る年金額は保険料を全額納付した場合より少なくなります。
　このため、これらの期間は10年以内（例えば、平成23年２月分
は平成33年２月末まで）であれば、あとから保険料を納付するこ
と（追納）ができるようになっており、将来、受け取る年金額を
増額するためにも、追納することをお勧めします。
　なお、保険料の免除や納付猶予などの承認を受けた年度から起
算して、３年度目以降に保険料を追納する場合は、当時の保険料
額に経過期間に応じた加算額が上乗させれます。
●問い合わせ先　役場 税務住民課　☎36-4112
　　　　　　　　津山年金事務所　 ☎31-2363

　岡山県警察では、安全で安心して暮らせる
地域づくりのために警察本部・各警察署に警
察安全相談窓口を設けて、皆さんからの事
件・事故に関するご相談をお受けしています。
　DV、ストーカー、児童虐待といった生命
身体に危害が及ぶおそれのある事案、悪質商
法事案、振り込み詐欺事案などについても、
警察安全相談窓口まで、ご相談をお寄せくだ
さい。

　相談窓口の電話番号
●美作警察署　　　　☎0868-72-0110
●岡山県警察本部
　直通ダイヤル　　　 ☎086-233-0110
　短縮ダイヤル　　　 ☎＃(シャープ) 9110
●岡山県警察本部内容別専用電話
　覚せい剤110番　　☎086-233-7867
　いじめ110番　　　☎086-231-3741
　暴力団関係110番　☎086-233-8930
　悪質商法・不法投棄110番
　　　　　　　　　　 ☎086-231-9449

　立嶋滋樹さんは、奈義町の風景から感じ取った最新
作の作品約20点の絵画と、｢hobo-note」と呼ぶ自作
の小さなスケッチ帳に描かれた風景や植物のスケッチ
を併せて展示します。展示された本画とその制作の源
泉となるスケッチとのギャップを眺めていく面白さを
知り、日々移り変わっていく時間の経過を改めて自ら
の心象風景と照らし合わせて深く味わっていく機会に
なることを期待しています。

●期　間

　　10月2日(日)～11月6日(日)
　　午前9時30分～午後5時 （入館は4時30分まで）
　　■休 館 日／毎週月曜日、祝日の翌日

●場　所
　　奈義町現代美術館ギャラリー
　 　〒708-1323 岡山県勝田郡奈義町豊沢441

●入館料：一般・大学生200円
　　　　　（高校生以下・75歳以上は無料）
　　 ※但し、常設との共通の場合は通常料金700円で
　　 　ご覧頂けます。
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平成23年度　標準学力検査の結果
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◎学芸員によるギャラリートーク（会期中随時）
　ご希望の方に学芸員が作品解説をします。
　（※学芸員不在の場合もありますのでご了承ください｡）

ARTIST×CAFE　Vol.30　    立嶋滋樹（美術家）
◇日時　10月9日（日）　午後2時30分～4時
◇場所　奈義町現代美術館 喫茶室
◇料金　チケット制 500円(飲み物・お菓子付／入館料別途必要）
◇作家が参加者とお茶を飲みながら活動の様子や作品への思い
　をお話します。

◎ワークショップ「hobo cycling sketch at 奈義MOCA ～奈義の草花を描こう!」

◇日時　10月10日（月）　午後2時～４時頃
◇場所　奈義町現代美術館 喫茶室
◇対象　高校生以上ならどなたでも参加出来ます。
◇参加費　無料（入館料は別途必要）
◇参加人数　10人

■関連企画

21年度

21年度

21年度

21年度

21年度

23年度

23年度

23年度

23年度

23年度

３年生

４年生

５年生

６年生

平 均

年 度

22年度

22年度

22年度

22年度

22年度

国 語 算 数 総 合学 年

１年生

２年生

３年生

平　均

年 度 国語 数学 社会 理科 英語 総 合学 年

標準学力検査 学年･学科別平均偏差値 小学校

標準学力調査 学年･学科別平均偏差値 中学校

※偏差値とは、平均値を50とし、25～75の範囲で表し個々の点数が
　平均点に対してどの位置にあるかを見るための数値です。

国民年金保険料の
　　追納制度をご存知ですか？

９月11日は
「警察相談の日」
です

色鉛筆やボールペンを使って長い紙に、町内で採取した草花を
様々な角度から見てスケッチ作品に仕上げていきます。

＜全体的な傾向＞
・全体の結果を見ると、国語・算数・総合ともほぼ全国平均にあります。全体的にやや下降傾向にあっ
た昨年度の結果から比べると、少しではありますが上昇の兆しが見られ、基礎基本の定着を中心とし
た取り組みの成果が徐々に表れてきているものと考えます。

・テスト結果を詳しく見ると、算数の「数と計算」領域での数値が高く、これまで取り組んできた「計
算力アップテスト」｢放課後プリント学習（算数はかせ)」｢ＴＴ・少人数指導」の積み重ねによる効
果だと考えられます。ただ、国語での「書くこと」や算数での「数量関係」領域では課題も見られ、
さらなる取り組みの工夫が必要です。

　＜これからの取り組み＞
・子どもたちの学力をさらに伸ばすために、今年度は研究テーマに　～子どもを育てる授業の創造～『自ら考え
つながり合い支え合う子ども』を掲げ、授業の中で子どもたちを育てる取り組みを学校全体で進めていきます。

　また、今年度より岡山県指定の『学力向上実践校事業』への取り
組みに参加し、｢思考力・判断力・表現力の育成」と「学習意欲
の向上」を目指した研究に取り組んでいきます。
・国語科では、課題となる「書く力」や「話す力」を育てるため、
自分の考えを発表したり文章でまとめたりする機会を、授業の中
でできるだけ多く取り入れていきます。
・算数科では、これまでの基礎学力定着のための取り組みを継続す
るとともに、さらに「筋道を立てて考える力」｢自分の考えを説
明する力」を育てる授業の工夫を行っていきます。
・学力の基礎となる「早寝・早起き・朝ごはん」などの基礎的な生
活習慣の育成や、家庭学習の定着を目指して、保護者との連携も
密にしていきます。
・幼稚園や中学校ともお互いの授業を参観し合ったり、情報を交換
し合ったりしながら、継続的・系統的な指導に取り組めるように
していきます。

＜全体的な傾向＞
・学校全体の５教科総合偏差値平均は全国平均値を上回っており、奈義中学校の学力水準はほぼ全国平
均です。

・２、３年生男子は５教科すべてで全国平均を上回り、１年生も国語、数学は順調です。生徒一人ひと
りについては、定着している学力に個人差があります。

・学校全体はたいへん落ち着いた学習環境にあり、生徒一人ひとりの学習意欲も向上しています。

　＜これからの取り組み＞
・来年度からの新学習指導要領完全実施に向けた取り組みとして、昨年度より週時程を29時間とし、英語の授
業数を各学年とも週４時間、２年生の国語と３年生の社会を各１時間増とするカリキュラムを編成して、学力
向上に取り組んでいます。
・県指定の学力向上実践協力校として、授業研究を中心にして小中連携の取り組みを推進します。
・教育活動の全領域において、言語活動の充実を
図ります。
・教師の授業改善や授業力の向上を図り、創造性
豊かなメリハリのある授業を行うことで学習意
欲を高めます。
・数学、英語、理科の少人数指導教科においては
習熟度別学級を編成し、個々の生徒に応じた指
導をさらに充実させます。
・放課後や長期休業中の補充学習や勉強会を実施
して、学習支援を図ります。
・保護者との連携を密にして生活習慣の改善を呼
びかけたり、定期的な課題提出や単元テスト等
を実施することにより、家庭学習の定着・習慣
化を図ります。

●問い合わせ先　奈義町現代美術館　☎36-5811  FAX36-5855　e-mail:nagimoca@town.nagi.okayama.jp

立 嶋 滋 樹  展
百代の景 ～ 時をうつす途中に～

　国民年金には、経済的な理由等で保険料を納めることが困難な
場合には、申請により保険料の全額又は一部が免除される「申請
免除制度」や障害基礎年金を受けている方などが該当する「法定
免除制度」があります。
　また、若年層（20歳代）の方を対象として保険料の納付が猶予
される「若年者納付猶予制度」や学生の方を対象とした「学生納
付特例制度」もあります。
　これらの保険料免除や納付猶予などを受けた期間については、
年金を受け取るために必要な受給資格期間に算入されますが、受
け取る年金額は保険料を全額納付した場合より少なくなります。
　このため、これらの期間は10年以内（例えば、平成23年２月分
は平成33年２月末まで）であれば、あとから保険料を納付するこ
と（追納）ができるようになっており、将来、受け取る年金額を
増額するためにも、追納することをお勧めします。
　なお、保険料の免除や納付猶予などの承認を受けた年度から起
算して、３年度目以降に保険料を追納する場合は、当時の保険料
額に経過期間に応じた加算額が上乗させれます。
●問い合わせ先　役場 税務住民課　☎36-4112
　　　　　　　　津山年金事務所　 ☎31-2363

　岡山県警察では、安全で安心して暮らせる
地域づくりのために警察本部・各警察署に警
察安全相談窓口を設けて、皆さんからの事
件・事故に関するご相談をお受けしています。
　DV、ストーカー、児童虐待といった生命
身体に危害が及ぶおそれのある事案、悪質商
法事案、振り込み詐欺事案などについても、
警察安全相談窓口まで、ご相談をお寄せくだ
さい。

　相談窓口の電話番号
●美作警察署　　　　☎0868-72-0110
●岡山県警察本部
　直通ダイヤル　　　 ☎086-233-0110
　短縮ダイヤル　　　 ☎＃(シャープ) 9110
●岡山県警察本部内容別専用電話
　覚せい剤110番　　☎086-233-7867
　いじめ110番　　　☎086-231-3741
　暴力団関係110番　☎086-233-8930
　悪質商法・不法投棄110番
　　　　　　　　　　 ☎086-231-9449

　立嶋滋樹さんは、奈義町の風景から感じ取った最新
作の作品約20点の絵画と、｢hobo-note」と呼ぶ自作
の小さなスケッチ帳に描かれた風景や植物のスケッチ
を併せて展示します。展示された本画とその制作の源
泉となるスケッチとのギャップを眺めていく面白さを
知り、日々移り変わっていく時間の経過を改めて自ら
の心象風景と照らし合わせて深く味わっていく機会に
なることを期待しています。

●期　間

　　10月2日(日)～11月6日(日)
　　午前9時30分～午後5時 （入館は4時30分まで）
　　■休 館 日／毎週月曜日、祝日の翌日

●場　所
　　奈義町現代美術館ギャラリー
　 　〒708-1323 岡山県勝田郡奈義町豊沢441

●入館料：一般・大学生200円
　　　　　（高校生以下・75歳以上は無料）
　　 ※但し、常設との共通の場合は通常料金700円で
　　 　ご覧頂けます。
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小　学　校

奈義保育園

　みなさん、買い物の際には
マイバックをお持ちですか？
　県の取り組みの一環として、
スーパーマーケットやドラッグストア、ホームセンター
などの店舗、消費者・環境団体等、市町村と協力して、
11月に「レジ袋秋休みキャンペーン」を実施します。
　家庭からは毎日、生ゴミ、紙類、容器、包装など、多
くのゴミが出されています。「レジ袋秋休みキャンペー
ン」は、ノーレジ袋の社会実験で、レジ袋の削減を通し
て環境にやさしいエコ・ライフスタイルを広げることを
目的としています。
　この取り組みには、県民みなさん一人ひとりのご理解
とご協力が何よりも必要です。
　レジ袋を当たり前のようにもらうことを見直して、私
たち一人ひとりがゴミを出さない買い物を心がけること
は、ゴミの減量だけでなく、地球温暖化の防止にもつな
がります。
　みなさんも、11月の「レジ袋秋休みキャンペーン」
にはぜひマイバックを持参し、レジ袋の削減にご協力を
お願いします。
町内協力店
　大橋ストアー、Ａコープ奈義、ショップ辻
●問い合わせ　保健相談センター　☎36-6700

旬を食べ
る

旬を食べ
る

～地産地消のすすめ～
小　学　校

奈義保育園

………洗ってゆでてから、
　　　皮をむく（レンジ
　　　にかけてもよい）

ホワイトソースを
つくる

……………
……………

短冊切り
薄切り

★里芋グラタン（４人分）

　・里芋…………………12個
　・ベーコン…………… ４枚
　・たまねぎ………… 1/2個
　・サラダ油……………少々
　・ホワイトソース
　　　バター………大さじ２
　　　小麦粉………大さじ３
　　　牛乳…………カップ１
　　　塩・こしょう……少々
　・ナチュラルチーズ… 60g
　・ミートソース……好みで

（1）フライパンに油を熱して、ベーコンとたまねぎを
炒め、１㎝ほどの厚さに切った里芋を混ぜる。

（2）耐熱容器に１を入れ、ホワイトソースをかけ、チ
ーズをのせる。

（3）200℃のオーブンで10分ほど焼く。

　　　
　里芋

は「煮
っ

　　こ
ろがし

」に代
表さ

　　れ
るおふ

くろの
味はも

　　ち
ろんで

すが、
コロッ

　　ケ
・グラ

タンや
お好み

　　焼
きなど

、バラ
エティ

　　豊
かな料

理に利
用でき

　　　
ます。

レジ袋秋休み

　キャンペー
ン

　今年の夏は、各地で猛暑の日が続きましたが、保育園
の子ども達は、暑さに負けないで屋外で元気よく遊びま
した。
　暑い夏を元気に楽しく乗り切るため、｢サマーパラダ
イス」と名付け、色々な水遊びを取り入れて遊びました。
｢サマーパラダイス」の日には、朝から水着に着替え、
子ども達の大好きな水鉄砲・色水遊び･金魚すくい・ウ
ォーターマット・スライムなど、夏ならではの遊びで
「夏」を大いに満喫しました。子ども達は、自分の遊び
たい場所を見つけて、友達と仲良く遊ぶ事ができました。
遊びの中では、小さいクラスの友達に玩具を譲ってあげ
たり、遊び方を教えてあげるなど、遊びを通して微笑ま
しい姿を垣間見ることができました。また、｢先生、今
日は楽しかった！　面白かった！」と、子ども達がつぶ
やいた言葉をしっかりと受け止め、これからも子ども達
が感動する保育を進めていきたいと思っています。
　そして、一日の終わりには、問題点を明確にし、次回
の遊びに活かせるよう、子ども達の様子を見ながら遊び
の内容も変更しました。これからも色々な遊びを通して
友達との関わり方や、言葉では表現できにくい子ども達
の気持ちを受け止め、友達と遊ぶ楽しさなどを伝えてい
きたいと思っています。

　｢ごみの処理と活用」という学習の一環で、
上町川にある東部衛生施設組合清掃センターに
社会見学に行きました。
　私たちの家庭から出たごみが、どのように処
理されていくのかを学習する中で、子どもたち
は「奈義町では、１日どのくらいのごみが出る
の？｣、｢リサイクルごみはどうしているの？」
などの疑問を持ちました。今回、実際に設備や
処理の様子を見学したり、施設の方に質問した
りすることで、その疑問を解決していきました。
　部屋の中で、パネルを使った説明を聞いてか
ら、施設の見学をしました。たくさんのごみを
操るごみクレーンの迫力を感じ、焼却炉の中で
赤々と燃えている炎に驚きながら、｢燃えるご
み」が処理されていく様子を見学しました。そ
の後、リサイクルごみがきれいに分別されてス
トックされている場所を見て回り、特にペット
ボトルの処理については、実際に機械を操作し
ていただき、圧縮されて小さなかたまりになっ
ていく様子を見せていただきました。

なるほど！『ごみも大切な資源』
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安
あんどう

藤　優
ゆ う わ

和ちゃん
（中島西）

　僕たち私たちは８月18日の３歳６か月児健
康診査で、むし歯が１本もなかった子どもで
す。８人のお友達がむし歯がなかったんだよ。
　｢強くてきれいな歯は一生の宝物｣。これか
らも「白い歯がのぞく明るい笑顔」ですくす
く大きくなってね。

石
いしくら

倉　光
ひかる

くん
（広　岡）

上
うえはら

原　椿
つ ば き

希ちゃん
（中島西）

河
かわさき

𥔎　琉
りゅう

くん
（中島西）

岸
きしもと

本　莉
り い

依ちゃん
（中島西）

定
さだもり

森　光
み き

紀ちゃん
（豊　沢）

橋
はしもと

本　一
いちろう

郎くん
（豊　沢）

小
ひ じ や

童谷  有
ゆ う か

香ちゃん
（中島東）

13



10：00～12：0013日㈫

10：00～12：00９月１日㈭
10：30～11：00６日㈫
10：00～12：00８日㈭

なぎ

チャイ
ルドホ

ーム

つどい
の広場

「ちゅ
くしん

ぼ」

０・１歳児あつまれ! 
わらべ歌遊び
おないどしきんちゃい !
ママのほっとタイム①（1歳までの乳児と保護者
の方対象の会です｡申し込みが必要です。)

０・１歳児あつまれ! ＆ 育児相談 

音遊び

おやつの時間（申し込み必要　10組まで）

ママのほっとタイム②（1歳までの乳児と保護者
の方対象の会です｡申し込みが必要です。)22日㈭ 10：00～12：00

10：00～12：0016日㈮

10：30～11：0027日㈫

10：00～11：3015日㈭

13：00～13：30
９月７日㈬

21日㈬
13：15～13：45
9：30～10：00

13：30～14：10

14日㈬
フッ素塗布 乳歯が4本以上生えた乳児～小学校入学前までの希望者
よちよち広場 生後３か月～生後１歳６か月の乳幼児

生後３か月～生後18か月までの乳幼児ポリオ生ワクチン投与
２歳６か月児健康診査 平成21年１月１日～平成21年３月31日生まれの幼児

　～図書館からのお知らせ～

【注意】９月５日㈪はお休みします。

なぎチャイルドホーム

受付時間月　日 行　　　事 対　　　象　　　者

保健相談
センター

場　所

毎週月～金曜日
時　　間
10：00～15：00

場　　　所
なぎチャイルドホーム

対 象 者 ・ 内 容
乳幼児と保護者の情報交換と交流

月 日

※主に小学生以下のお子様と妊婦
　を対象とした行事を紹介します

10：00～15：00 なぎチャイルドホーム
幼・小・中学生をはじめ、地域の皆さんもい
つでも遊びにおいでください｡
今月の休日オープン日　９月４日㈰

毎週
月～金曜日

時　　間 場　　　所 対 象 者 ・ 内 容月 日

◎問い合わせ先　奈義町保健相談センター ☎36-6700

◎問い合わせ先　なぎチャイルドホーム ☎36-8241
ご存じですか？電子図書館サービスのご紹介
図書館ＵＲＬ：http://www.town.nagi.okayama.jp/library/index.html

◎図書館ホームページから利用できるサービス
　インターネット資料予約及びメールマガジンを利用の際は、
図書館窓口で利用者カードと初期パスワードの発行を受けて
ください。あわせて、連絡用のメールアドレスをご登録くだ
さい。
☆インターネットレファレンス（調査相談）サービス
　仕事や勉強など､日常生活や調査研究上の課題解決を､図書
やインターネットなどを使ってお手伝いするサービスです。
窓口、電話などでも申し込めます。
☆インターネット資料予約（携帯電話版あり）
　資料検索画面から、蔵書を貸出予約できます。
　資料をご用意でき次第指定の連絡方法(電話･電子メールな
ど)でご連絡します。また､利用者メニューから､現在の貸出､
予約状況の確認を確認できます。
☆メールマガジン（携帯電話版あり）
　書名、著者名、出版者などのキーワードを登録すると、図
書館で該当する資料を受け入れた場合に、登録されたメール
アドレスにお知らせメールが届きます。また、利用者メニュ
ーからキーワードの登録状況を確認できます。
◎館内のパソコンから利用できるサービス
◆山陽新聞総合データベース（サンデックス）
　山陽新聞の過去記事を検索できます。
◆日経テレコン21
日本経済新聞及び関連専門紙・誌の過去記事を検索できます。
◆ルーラル電子図書館
　農林漁業や畜産、園芸、食育、産直、健康など、食と農に
関するお役立ち情報を検索できます。
●お問い合わせ先　奈義町立図書館　☎36－5811

こんなに大きくなりました
　  歳で～す

平成22年８月生まれ
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ご存じですか？電子図書館サービスのご紹介
図書館ＵＲＬ：http://www.town.nagi.okayama.jp/library/index.html

◎図書館ホームページから利用できるサービス
　インターネット資料予約及びメールマガジンを利用の際は、
図書館窓口で利用者カードと初期パスワードの発行を受けて
ください。あわせて、連絡用のメールアドレスをご登録くだ
さい。
☆インターネットレファレンス（調査相談）サービス
　仕事や勉強など､日常生活や調査研究上の課題解決を､図書
やインターネットなどを使ってお手伝いするサービスです。
窓口、電話などでも申し込めます。
☆インターネット資料予約（携帯電話版あり）
　資料検索画面から、蔵書を貸出予約できます。
　資料をご用意でき次第指定の連絡方法(電話･電子メールな
ど)でご連絡します。また､利用者メニューから､現在の貸出､
予約状況の確認を確認できます。
☆メールマガジン（携帯電話版あり）
　書名、著者名、出版者などのキーワードを登録すると、図
書館で該当する資料を受け入れた場合に、登録されたメール
アドレスにお知らせメールが届きます。また、利用者メニュ
ーからキーワードの登録状況を確認できます。
◎館内のパソコンから利用できるサービス
◆山陽新聞総合データベース（サンデックス）
　山陽新聞の過去記事を検索できます。
◆日経テレコン21
日本経済新聞及び関連専門紙・誌の過去記事を検索できます。
◆ルーラル電子図書館
　農林漁業や畜産、園芸、食育、産直、健康など、食と農に
関するお役立ち情報を検索できます。
●お問い合わせ先　奈義町立図書館　☎36－5811

こんなに大きくなりました
　  歳で～す

平成22年８月生まれ
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（
民
間
信
仰
）

芋
を
植
う
今
年
限
り
を
口
癖
に

　
　
　
　
　
　
　

関
場
た
き
江

地
下
足
袋
の
前
へ
前
へ
と
小
豆
蒔

く　
　
　
　
　
　

上
原　

民
子

河
童
忌
や
今
津
屋
橋
を
雨
走
る

　
　
　
　
　
　
　

黒
田　

晋
平

上
眩
の
月
が
見
守
り
梅
を
干
す

　
　
　
　
　
　
　

有
元　

文
子

沢
庵
を
煮
付
け
る
匂
い
夏
夕
べ

　
　
　
　
　
　
　

内
藤　
　

恵

抱
く
児
に
し
ゃ
ぼ
ん
の
匂
ひ
星
祭

　
　
　
　
　
　
　

高
村　

令
子

錆
び
る
と
も
音
は
南
部
の
鉄
風
鈴

　
　
　
　
　
　
　

上
原
�
じ
江

星
月
夜
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
の
旅

終
る　
　
　
　
　

葊
友
美
枝
子

天
の
川
な
か
な
か
端
じ
っ
こ
見
つ

か
ら
ぬ　
　
　
　

浅
野
三
喜
枝

俳 

句 

会

八　

月

滝
本
の

六
体
地
蔵
尊

　

代
官
塚
の
片
方
に
並
ん
で
い

ま
す
。

　

風
化
が
ひ
ど
く
、
町
内
で
は

最
も
小
型
で
年
代
も
古
い
様
で

す
。

　

死
者
が
極
楽
浄
土
へ
旅
立
つ

た
め
指
導
し
て
く
だ
さ
る
地
蔵

様
と
し
て
大
切
に
祀
ら
れ
て
き

た
様
で
す
。

有あ
り
も
と元　

大そ

ら空 

く
ん

　
　

21
日
生
ま
れ
（
高
円)

　
　
　
　
　

父
・
弾
さ
ん　

　
　
　
　
　

母
・
め
ぐ
み
さ
ん

▲

★
こ
れ
か
ら
も
、
元
気
に
大
き
く

な
っ
て
ネ
！

藤ふ
じ
わ
ら原　

杏あ
ん
り吏 

ち
ゃ
ん

　
　

10
日
生
ま
れ
（
荒
内
西)

　
　
　
　
　

父
・
寛
治
さ
ん

　
　
　
　
　

母
・
由
枝
さ
ん

▲

★
ね
ぇ
ね
と
仲
良
く
☆
元
気
で
明

る
い
子
に
育
っ
て
ね
♡

粟あ
わ
い井　

葉は
づ
き月 

ち
ゃ
ん

　
　

25
日
生
ま
れ
（
柿)

　
　
　
　
　

父
・
祐
介
さ
ん

　
　
　
　
　

母
・
ち
あ
き
さ
ん

▲

★
家
族
皆
に
元
気
を
く
れ
る
葉
月

♡
元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
。
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●
10
月
号
は
９
月
８
日
㈭
が
締

　

め
切
り
で
す
。

　

ま
た
、
町
・
広
報
委
員
会
な

ど
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
提
案

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

火　　　災　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

救　　　急　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

7

月

累
　

計

0

件

0

件

7

月

累
　

計

3

件

57

件

建　物
林　野
その他

0件
0件
0件

建　物
林　野
その他

2件
0件
1件

建　物
林　野
その他

0件
0件
0件

建　物
林　野
その他

40件
6件

11件

７月
累計

件　　数 搬送人員
24件

149件
22人

139人

件　　数 搬送人員
643件

4,424件
589人

4,069人

津山圏域消防組合

※ 電話で必ずご確認ください。

平成23年７月31日現在

７月11日 ～ ８月10日受付
（敬称略）

７月21日 ～ ８月20日受付
（敬称略）

ご誕生おめでとうございます

死亡おくやみ申し上げます

各課直通ダイヤル
ご用の課へ直接電話してください

休　日　当　番　医

△

滝　本　・　石　堂　麻　奈　ちゃん
　　　　　　　　　　　（宏志・麻美）

　柿　　・　定　森　　　仁　くん
　　　　　　　　　　　（秀人・幸代）

高　円　・　山　口　穂　華　ちゃん
　　　　　　　　　　　（智司・友理子）

　柿　　・　定　森　爽　夏　ちゃん
　　　　　　　　　　　（淳・幸子）

広　岡　・　　　　　愛　花　ちゃん
　　　　　　　　　　　（栄治・実奈）

西　原　・　中　村　航　基　くん
　　　　　　　　　　　（哲也・純子）

建設上下水道課
土木建設係
上下水道係

出 納 室

総 務 課

議会事務局

海洋センター

税務住民課

演習場対策室

健康福祉課

ビ カ リ ア
ミュージアム
那 岐 山 麓
山 の 駅

教育総務課

美 術 館
図 書 館

文化センター

観光案内所

ウォーキングプール

地域包括支援
セ ン タ ー 36-4119

産 業 振興課

（平成23年８月１日現在）

2,396世帯

6,287

人
人

男
女

人
（先月比較 ＋20） 

3,080
3,207

意見・提案
「サークル紹介」

募  集

9

関　本　・　高　井　一　男（67歳）
関　本　・　鈴　木　　　基（69歳）
広　岡　・　鈴　木　重　忠（85歳）
滝　本　・　連　佛　昭　市（78歳）

　香典返しとして
広　岡　・　福　元　芳　弘（亡母・榮）
関　本　・　高　井　松　江（亡夫・一男）
豊　沢　・　前　原　恭　正（亡父・富雄）
中島東　・　　　村　　　功
　　　　　　　　　　　　（亡父・源太郎）
関　本　・　鈴　木　美智枝（亡夫・基）
滝　本　・　連　佛　昭　夫（亡父・昭市）

9月
4日

11日 日本原病院
津山市☎363311

18日 大 村 医 院
勝央町　☎ 38 2058

19日

23日

さ と う 記 念 病 院
勝央町　☎ 38 6688

25日 小 林 医 院
勝央町　☎ 38 2008

松 野 内 科 医 院
美作市勝田地区 ☎0868771310

野 々 上 医 院
奈義町　☎ 36 8282

長 尾 医 院
勝央町☎386565

ま 　 な

じん

ほ の か

さ や か

あ い か

こ う き

電 気 設 備 科

木 造 建 築 科

木 工 科

自 動 車 工 学 科

自動車車体整備科

募集
人員

10名

10名

５名

15名

20名

期間

１年

１年

１年

２年

１年

目標とする主な資格

第二種電気工事士、第一種電
気工事士試験合格
技能士補、３級技能士（建築
大工）
２級技能検定受験資格（家
具、建具製作）
２級ガソリン・ジーゼル自動
車整備士受験資格
乙種第四類危険物取扱者免状
２級技能検定受験資格（工場
板金等）
ガス溶接・有機溶剤作業主任者

実施校

北部校

北部校

北部校

美作校

美作校

科　　名

●
日
時　

９
月
21
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

●
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
・
行
政
相
談
委
員
・
民
生
児

童
委
員
・
教
育
相
談
員

●
相
談
内
容

相
続
、
登
記
、
金
銭
貸
借
、
借
地
、
借
家
、
隣

り
近
所
、
家
庭
内
、
体
罰
、
名
誉
侵
害
、
人
権
、

環
境
、
農
地
問
題
、
税
金
、
年
金
、
い
じ
め
、

子
ど
も
非
行
、
教
育
な
ど
に
関
す
る
諸
問
題

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
ま
た
、

人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委
員
の
自
宅
で
、

教
育
相
談
は
専
用
電
話
☎
36
︲
８
１
１
０
で
も

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
行
政・悩
み
ご
と・心
配
ご
と・教
育
相
談

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

産
業
振
興
課

　

☎
36
︲
４
１
１
４

●
日
時　
９
月
13
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　
役
場 

産
業
振
興
課
相
談
室

●
担
当
者

　

岡
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
津
山
分
室

　

消
費
生
活
相
談
員

●
相
談
内
容

　

消
費
生
活
に
関
す
る
諸
問
題

■
消
費
生
活
相
談

16

■
無
料
調
停
相
談
会

●
日
時　

９
月
16
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　

津
山
市
総
合
福
祉
会
館

　

津
山
市
山
北
５
２
０

●
担
当

　

津
山
簡
易
裁
判
所
所
属　

民
事
調
停
委
員

　

岡
山
家
庭
裁
判
所
津
山
支
部
所
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
事
調
停
委
員

●
相
談
内
容

イ
土
地
・
家
屋
・
農
地
・
山
林
・
金
銭
貸
借

　

・
交
通
事
故
な
ど
民
事
に
関
す
る
諸
問
題

ロ
離
婚
・
そ
の
他
家
庭
内
の
も
め
事
・
相
続

　

・
扶
養
な
ど
の
家
事
に
関
す
る
諸
問
題

　
　

調
停
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
、
疑
問
点
や
解
決
方
法
に
つ
い

て
説
明
い
た
し
ま
す
。

◎
相
談
を
受
け
た
事
柄
に
つ
い
て
は
秘
密
を

堅
く
守
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
地
方
裁
判
所

　

津
山
支
部 

庶
務
課　

☎
22
︲
９
３
２
６
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●
10
月
号
は
９
月
８
日
㈭
が
締

　

め
切
り
で
す
。

　

ま
た
、
町
・
広
報
委
員
会
な

ど
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
提
案

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

火　　　災　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

救　　　急　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

7

月

累
　

計

0

件

0

件

7

月

累
　

計

3

件

57

件

建　物
林　野
その他

0件
0件
0件

建　物
林　野
その他

2件
0件
1件

建　物
林　野
その他

0件
0件
0件

建　物
林　野
その他

40件
6件

11件

７月
累計

件　　数 搬送人員
24件

149件
22人

139人

件　　数 搬送人員
643件

4,424件
589人

4,069人

津山圏域消防組合

※ 電話で必ずご確認ください。

平成23年７月31日現在

７月11日 ～ ８月10日受付
（敬称略）

７月21日 ～ ８月20日受付
（敬称略）

ご誕生おめでとうございます

死亡おくやみ申し上げます

各課直通ダイヤル
ご用の課へ直接電話してください

休　日　当　番　医
△

滝　本　・　石　堂　麻　奈　ちゃん
　　　　　　　　　　　（宏志・麻美）

　柿　　・　定　森　　　仁　くん
　　　　　　　　　　　（秀人・幸代）

高　円　・　山　口　穂　華　ちゃん
　　　　　　　　　　　（智司・友理子）

　柿　　・　定　森　爽　夏　ちゃん
　　　　　　　　　　　（淳・幸子）

広　岡　・　　　　　愛　花　ちゃん
　　　　　　　　　　　（栄治・実奈）

西　原　・　中　村　航　基　くん
　　　　　　　　　　　（哲也・純子）

建設上下水道課
土木建設係
上下水道係

出 納 室

総 務 課

議会事務局

海洋センター

税務住民課

演習場対策室

健康福祉課

ビ カ リ ア
ミュージアム
那 岐 山 麓
山 の 駅

教育総務課

美 術 館
図 書 館

文化センター

観光案内所

ウォーキングプール

地域包括支援
セ ン タ ー 36-4119

産 業 振興課

（平成23年８月１日現在）

2,396世帯

6,287

人
人

男
女

人
（先月比較 ＋20） 

3,080
3,207

意見・提案
「サークル紹介」

募  集

9

関　本　・　高　井　一　男（67歳）
関　本　・　鈴　木　　　基（69歳）
広　岡　・　鈴　木　重　忠（85歳）
滝　本　・　連　佛　昭　市（78歳）

　香典返しとして
広　岡　・　福　元　芳　弘（亡母・榮）
関　本　・　高　井　松　江（亡夫・一男）
豊　沢　・　前　原　恭　正（亡父・富雄）
中島東　・　　　村　　　功
　　　　　　　　　　　　（亡父・源太郎）
関　本　・　鈴　木　美智枝（亡夫・基）
滝　本　・　連　佛　昭　夫（亡父・昭市）

9月
4日

11日 日本原病院
津山市☎363311

18日 大 村 医 院
勝央町　☎ 38 2058

19日

23日

さ と う 記 念 病 院
勝央町　☎ 38 6688

25日 小 林 医 院
勝央町　☎ 38 2008

松 野 内 科 医 院
美作市勝田地区 ☎0868771310

野 々 上 医 院
奈義町　☎ 36 8282

長 尾 医 院
勝央町☎386565

ま 　 な

じん

ほ の か

さ や か

あ い か

こ う き

電 気 設 備 科

木 造 建 築 科

木 工 科

自 動 車 工 学 科

自動車車体整備科

募集
人員

10名

10名

５名

15名

20名

期間

１年

１年

１年

２年

１年

目標とする主な資格

第二種電気工事士、第一種電
気工事士試験合格
技能士補、３級技能士（建築
大工）
２級技能検定受験資格（家
具、建具製作）
２級ガソリン・ジーゼル自動
車整備士受験資格
乙種第四類危険物取扱者免状
２級技能検定受験資格（工場
板金等）
ガス溶接・有機溶剤作業主任者

実施校

北部校

北部校

北部校

美作校

美作校

科　　名

　

湿
地
に
生
え
る
キ
キ
ョ
ウ
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
毛
の
な

い
つ
る
つ
る
で
中
が
空
っ
ぽ
の
茎
、
高
さ
１
ｍ
近
く
に
育
つ
多
年

草
で
す
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
茎
の
先
の
方
に
紫
色
の
可
愛
い
花

を
付
け
ま
す
。
姿
や
形
か
ら
株
数
を
減
ら
し
た
植
物
の
一
つ
で
す
。

なぎの草木−231−
サワギキョウ

　

農
林
水
産
省
の
組
織
再
編
の
一
環
と
し
て
、

当
町
に
お
け
る
農
政
関
係
事
務
を
担
当
し
て
き

た
中
国
四
国
農
政
局
第
三
課
（
津
山
市
）
及
び

津
山
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー
が
９
月
１
日
に
中

国
四
国
農
政
局
（
岡
山
市
）
に
再
編
さ
れ
ま
す
。

　

新
た
に
設
置
さ
れ
る
津
山
支
所
で
は
、
戸
別

所
得
補
償
制
度
の
窓
口
業
務
や
統
計
調
査
等
の

業
務
を
行
い
ま
す
。

●
中
国
四
国
農
政
局
津
山
支
所

◆
所
在
地　
津
山
市
横
山
１
３
６
︲
１

◆
電
話　
22
︲
５
１
５
１
（
代
表
）

◆
管
轄
区
域　
津
山
市
、
新
見
市
、
真
庭
市
、

美
作
市
、
真
庭
郡
、
苫
田
郡
、
英
田
郡
、

勝
田
郡
、
久
米
郡

●
問
い
合
わ
せ
先　
中
国
四
国
農
政
局
総
務
課

☎
０
８
６
︲
２
２
４
︲
４
５
１
１
（
代
表
）

●
募
集
期
間　
９
月
１
日
㈭
〜
10
月
21
日
㈮

●
入
校
選
考
日　
11
月
４
日
㈮

●
合
格
発
表
日　
11
月
11
日
㈮

●
申
込
先　
入
校
願
書
と
高
等
学
校
が
作
成
し

た
就
職
者
用
調
査
書
を
希
望

す
る
訓
練
の
実
施
校
へ
。「
願

書
は
専
門
校
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
あ
り
ま
す
」

●
そ
の
他
：
授
業
料
無
料
、
通

学
定
期
学
割
適
用
、
寄
宿
舎

あ
り
。

●
問
い
合
わ
せ
先

・
県
立
北
部
高
等
技
術
専
門
校

　

津
山
市
川
崎
９
５
３

　

☎
26
︲
１
１
２
５

・
県
立
北
部
高
等
技
術
専
門
校

美
作
校　

美
作
市
安
蘇
３
４

　

５　

☎
72
︲
０
４
５
３

17

→■
中
国
四
国
農
政
局
地
域
第
三
課

（
津
山
市
）
等
の
再
編
に
つ
い
て

■
来
春
高
校
卒
業
予
定
者
を
対
象
平
成
24

　

年
４
月
高
等
技
術
専
門
校
入
学
生
募
集
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「広報なぎ」は、地球温暖化、天然資源の枯渇など環境問題に取り組むため再生紙を使用し、経費節減・ごみ発生抑制に努めています。

今月の納税＝町県民税(第2期）
　　　　　　国民健康保険税(第4期）

＝
役
場　

  

＝
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
　

  

＝
図
書
館
　

  

＝
美
術
館
　
　
　
　
　

は
毎
週
月
曜
日
・
祝
日
は
休
館
日

＝
海
洋
セ
ン
タ
ー
　

  

＝
ビ
カ
リ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　

  

＝
山
の
駅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
毎
週
月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
は
休
館
日

＝
文
化
セ
ン
タ
ー
　

  

＝
観
光
案
内
所  　

＝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ
ー
ル
　
　
　
　

は
毎
週
月
曜
日
は
休
館
日

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

11
12
13
14
15
16

17

平
成
23
年
９
月
号
　
　

第
658
号

※日程は変更する場合がありますので必ずお確かめください。

第2学期始業式（幼稚園）
膝痛予防改善教室（　10：00～）
シェイプアップ教室（　19：00～）
日舞の会、囲碁、エアロビクス、卓球教室

第18回奈義MOCA観月会（　19：00～）
スケートボード、柔道教室

高齢者料理教室（　9：30～）
団塊世代とその仲間たち教室（　13：30～）
太鼓、尺八、大正琴、昔話語りの会、絵画、剣道教室

敬老の日
山の駅営業日
剣道教室

教育相談日
首藤晃展（　 ～9/25）
アーティスト・カフェVol.29（　14：30～）
手編み、太極拳、社交ダンス、ソフトテニス、
硬式テニス教室

小学校振替休日
山の駅休業日
剣道教室

奈義町防災実技訓練（奈義中央広場 9：00～）
奈義の朝市（山彩村 9：30～）
陶芸、スケートボード、柔道教室

行政・悩みごと・心配ごと・教育相談日（　10：00～）
秋の交通安全県民運動（～30日）
団塊世代とその仲間たち教室（　13：30～）
長寿大学（　9：30～）
グラウンドゴルフ教室練習日
太鼓、大正琴、絵手紙、剣道教室

ゲートボール練習日（8：30～11：30）
剣道教室

膝痛予防改善教室（　10：00～）
美勝英新人大会（中学校）
太鼓、日舞の会、囲碁、３B体操、卓球教室

銭太鼓、詩吟、大正琴、英会話、日本画、剣道、
ウォーキング教室 秋分の日

そばまつり（中島西果樹園 ～24日）
幼稚園運動会
剣道、水中ウォーキング教室教育相談日

幼稚園開放日（14：30～16：00）
グラウンドゴルフ教室練習日
太鼓、俳句、大正琴、扇舞、剣道教室

教育相談日
美勝英新人大会（中学校）
おはなし会（　11：00～）
悠々クラブ、太極拳教室春陽会（　10：00～）

膝痛予防改善教室（　10：00～）
日舞の会、囲碁、陶芸、３B体操、卓球教室

町長杯争奪グラウンドゴルフ大会
ゲートボール練習日（8：30～11：30）
銭太鼓、柔道教室

団塊世代とその仲間たち教室（　13：30～）
太鼓、尺八、大正琴、剣道、水中ウォーキング教室 奈義町交通安全日

幼稚園振替休日
剣道教室教育相談日

ふれあいパーティー（　15：00～）
中学校体育祭
おはなしのへや（　11：00～）
グラウンドゴルフ教室練習日
ホワイトプラム、悠々クラブ、太極拳、剣道、
チャレンジ体操教室

幼稚園開放日（14：30～16：00）
詩吟、絵キルト、日本画、ウォーキング、剣道、
水中ウォーキング教室

道路交通法令講習会（　19：00～）
那岐あぐり村「四季の学校」稲刈り体験（　10：00～）
柔道教室

教育相談日
グラウンドゴルフ教室練習日
太鼓、手芸、剣道教室

奈義町交通安全日
中学校振替休日
剣道教室

春陽会（　10：00～）
膝痛予防改善教室（　10：00～）
日舞の会、囲碁、エアロビクス、卓球教室

消費生活相談日（　10：00～）
祖父母参観日（滝川つくし・中央東幼稚園）
詩吟、英会話、ウォーキング、水中ウォーキング、
剣道教室

図書館休館日
太鼓、尺八、大正琴、剣道教室

教育相談日
グラウンドゴルフ教室練習日
太鼓、手芸、扇舞、押花、剣道教室

教育相談日
那岐あぐり村「四季の学校」菜種搾油体験（　14：00～）
保育園運動会
社交ダンス、ソフトテニス、硬式テニス教室

膝痛予防改善教室（　10：00～）
子育てサロン（保育園）
日舞の会、囲碁、陶芸、エアロビクス、卓球教室

奈義の朝市（山彩村 10：00～）
那岐あぐり村「四季の学校」さつま芋掘り・黒枝豆収穫（　10：00～）
立嶋滋樹展（　～11/6）
卓球教室

すこやか栄養教室（　10：00～）
団塊世代とその仲間たち教室（　13：30～）
脳生き生きトレーニング（チャイルドホーム 11：00～）
太鼓、尺八、大正琴、絵画、剣道教室

剣道教室

教育相談日
いいものみつけた展（　～19日）
小学校運動会
悠々クラブ、太極拳、社交ダンス、ソフトテニス、
硬式テニス教室

ウォーキング、剣道教室

教育相談日
グラウンドゴルフ教室練習日
剣道教室

10/
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